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 2 つ目は、大杉と山川の革命観と権力観を比較し、1920 年代のアナ・ボル論争における両者の分
岐点を析出した点である。山川が資本家と労働者の経済領域における衝突に注目し、権力を資産階級
から奪取してプロレタリアートの手に集中させ、共産党の指導の下での政治革命を構想したのに対し、
大杉は社会の個々の領域からなる緩やかな自由連合によってネットワーク化された団体を組織すると
いう社会革命を構想した。 
 従来の社会主義研究では、アナーキズムはしばしば反マルクス主義として否定的に論じられ、ユー
トピアと目されてきた。本稿は、大杉のアナーキズムを再考察することによって、「各個人の個性の
多種多様なる自由な発達」をめざすという彼の構想は、資本主義の批判的検討を通して人間の疎外を
解放するという社会主義の要素と矛盾するものではないことを明らかにした。労働者の「生の拡充」
とその連帯を基調とした彼の資本主義批判は、現代の労働者の問題を考えるうえでも価値ある示唆を
投げかけるものと思われる。 
 
 
 
